
1位 埼玉栄高校 1:57:26
2位 東京農業大学三高校A 1:59:17
3位 八千代松陰高校B 2:00:19

1位 中央大学A 1:57:52
2位 新電元工業株式会社 1:59:26
3位 武蔵野学院大学 1:59:58

1位 加治体育協会 2:26:27
2位 高麗地区体育協会 2:28:30
3位 第二地区体育協会 2:31:21

高校の部

一般の部

地区対抗の部

１
月
25
日
行
わ
れ
た
定
例

の
飯
能
市
教
育
委
員
会
議

に
は
、
重
要
な
案
件
が
た

く
さ
ん
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
先
週
号
で
報
告
し

た
「
公
民
館
の
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
化
」
の
ほ
か
、

大
規
模
校
の
給
食
調
理
業

務
の
民
間
委
託
化
の
方
針

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
一

中
、
西
中
、
加
治
中
の
３

校
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

「
調
理
業
務
」
を
民
間
に

委
託
す
る
計
画
で
す
。

食
数
は
、
生
徒
と
教
職

員
あ
わ
せ
て
１
月
20
日
現

在
、
一
中
・
６
３
１
食
、

西
中
・
４
６
３
食
、
加
治

中
・
４
９
９
食
で
す
。
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
飯
能
市

が
「
職
員
削
減
方
針
」
に

正
規
職
員
が
退
職
し
た
あ

と
、
正
規
職
員
を
補
充
せ

ず
臨
時
職
員
で
置
き
換
え

る
「
退
職
者
不
補
充
」
と

い
う
方
針
を
徹
底
し
て
行

い
、
と
う
と
う
今
年
24
年

度
末
で
３
名
の
正
規
調
理

員
が
退
職
す
る
と
、
25
年

度
か
ら
各
校
１
名
の
正
規

調
理
員
を
配
置
で
き
な
い

状
態
に
ま
で
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
飯
能
市
は
、

民
間
委
託
化
を
す
す
め
る

た
め
に
「
退
職
者
不
補
充
」

の
方
針
を
着
実
に
進
め
て

き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
日
本
共
産
党

が
一
貫
し
て
指
摘
し
て
き

た
問
題
は
何
一
つ
ク
リ
ア
ー

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問
題
だ
ら
け
の
民
間

委
託第

一
に
、
教
育
委
員
会

が
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た

「
行
財
政
改
革
の
観
点
か

ら
民
間
委
託
す
れ
ば
経
費

節
減
が
で
き
る
」
ど
こ
ろ

か
、
現
在
の
直
営
よ
り
も

委
託
に
出
し
た
方
が
逆
に

割
高
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
。第

二
に
、
労
働
者
派
遣

法
の
関
係
か
ら
、
市
職
員

が
営
々
と
積
み
上
げ
て
き

た
、
安
全
面
、
衛
生
面
、

四
季
折
々
の
季
節
感
の
あ

る
献
立
の
提
供
な
ど
の
優

れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
市
が

直
接
指
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
勿
論
、
民
間

業
者
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

現
在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作

業
工
程
も
細
か
く
書
か
れ

て
お
り
、
十
分
な
人
員
確

保
を
し
な
い
と
民
間
で
は

む
ず
か
し
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
現
場
で
は
、
劣
悪

な
待
遇
で
従
業
員
の
入
れ

替
わ
り
が
は
げ
し
く
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
継
承
も
難
し

い
の
が
実
態
で
す
。

文
科
大
臣
も
本
末
転

倒
と
指
摘

埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
市
で
は
、

請
負
業
者
が
や
り
や
す
い

よ
う
に
、
学
校
給
食
法
第

８
条
の
実
施
基
準
、
第
９

条
の
衛
生
管
理
基
準
を
業

者
と
の
委
託
契
約
か
ら
除

い
て
ま
で
契
約
を
結
び
、

国
会
で
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
の
川
端
文
科

相
の
答
弁
は
、
「
行
政
改

革
の
中
で
効
率
的
な
効
果

的
な
も
の
を
や
る
と
い
う

の
は
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど

も
、
学
校
給
食
法
の
趣
旨

に
基
づ
い
て
学
校
給
食
を

行
う
の
が
学
校
関
係
者
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
。
学

校
給
食
の
本
来
の
目
的
、

果
た
す
べ
き
役
割
を
損
ね

て
ま
で
合
理
化
す
る
の
は

本
末
転
倒
だ
。
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
た
だ
「
官
か

ら
民
へ
」
と
、
市
の
大
事

な
仕
事
を
民
間
に
ほ
う
り

出
せ
ば
い
い
と
で
も
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
る
と
川
端
文

科
相
が
言
う
よ
う
に
「
本

末
転
倒
」
で
す
。

退
職
調
理
員
を
正
規
職

員
と
し
て
補
充
す
れ
ば
ま

だ
間
に
合
い
ま
す
。

第
10
回
奥
む
さ
し
駅
伝

が
１
月
29
日
開
催
さ
れ
、

東
飯
能
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
、

西
吾
野
駅
折
り
返
し
、
り

そ
な
銀
行
前
ゴ
ー
ル
の
38
・

792
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
２
１

１
チ
ー
ム
が
力
走
し
ま
し

た
。
午
前
9
時
、
ス
タ
ー

ト
時
点
の
気
温
は
８
℃
を

計
測
し
て
い
ま
す
が
北
西

の
風
は
雪
の
残
る
奥
武
蔵

の
山
々
か
ら
冷
た
い
風
を

運
ん
で
く
る
も
と
で
の
レ
ー

ス
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
部
は
埼
玉
栄
高

校
が
堂
々
の
10
連
覇
、
一

般
の
部
は
中
央
大
学
Ａ
が

優
勝
、
地
元
勢
で
は
新
電

元
工
業
が
2
位
、
駿
河
台

大
学
が
10
位
で
入
賞
、
地

区
対
抗
の
部
で
は
加
治
体

育
協
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

10
回
目
の
大
会
と
な
っ

た
駅
伝
は
、
話
題
も
多
く
、

ゲ
ス
ト
に
元
五
輪
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
の
谷
口
浩
美

さ
ん
が
招
か
れ
選
手
た
ち

を
激
励
、
ま
た
、
埼
玉
県

庁
チ
ー
ム
か
ら
は
ロ
ン
ド

ン
五
輪
で
マ
ラ
ソ
ン
を
目

指
す
、
川
内
優
輝
選
手
が

6
区
で
快
走
を
見
せ
27
分

15
秒
で
走
り
ぬ
け
見
ご
と

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

箱
根
駅
伝
で
山
の
神
、

東
洋
大
学
の
柏
原
竜
二
選

手
の
所
属
す
る
鯨
井
２
１

０
０
チ
ー
ム
は
残
念
な
が

ら
今
回
は
欠
場
と
な
り
ま

し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
斉
藤
貴
雄
さ
ん

が
「
消
費
税
を
引

上
げ
の
た
め
に
政

治
家
が
『
身
を
切

る
』
と
い
っ
て
衆

議
院
比
例
定
数
を

80
議
席
も
減
ら
す
－
よ
く
も

こ
ん
な
ず
る
い
こ
と
を
考
え

る
も
の
だ
と
正
直
あ
き
れ
て

し
ま
い
ま
す
」
と
批
判
し
て

い
ま
す
▼
民
主
党
が
問
題
に

し
て
い
る
比
例
定
数
80
議
席

削
減
で
浮
く
金
額
は
56
億
円
。

共
産
党
以
外
の
政
党
が
山
分

け
し
て
い
る
政
党
助
成
金
３

２
０
億
円
は
国
会
議
員
４
５

０
人
分
の
議
員
歳
費
、
秘
書

給
与
、
文
書
交
通
費
な
ど
に

匹
敵
し
ま
す
。
本
当
に
切
る

べ
き
は
憲
法
の
思
想
・
良
心

の
自
由
に
反
す
る
政
党
助
成

金
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
通

り
で
す
▼
ま
だ
あ
り
ま
す
。

一
機
99
億
円
も
す
る
ア
メ
リ

カ
の
戦
闘
機
Ｆ
35
を
42
機
も

買
う
と
い
う
の
で
す
。
戦
闘

機
1
機
分
の
お
金
99
億
円
が

あ
れ
ば
、
食
品
放
射
能
測
定

器
3
千
台
を
買
え
、
保
育
園

な
ら
６
０
０
０
人
分
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会

保
障
拡
充
と
財
政
危
機
打
開

の
た
め
に
も
、
ム
ダ
な
大
型

公
共
事
業
、
軍
事
費
、
政
党

助
成
金
な
ど
の
無
駄
遣
い
を

や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

２０１２年２月０５日 ＮＯ．１８０８

埼
玉
栄
高
校
10
連
覇

飯
第
10
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
争
大
会
開
催



地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
も
太
陽
光
や
風
力
、
水

力
、
地
熱
な
ど
に
よ
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
で
発
電
や

燃
料
に
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
政
府
は
補
助

金
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
は
２
０
０
９
年
11
月
に

「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
を

取
り
入
れ
、
太
陽
光
発
電

を
し
て
い
る
家
庭
や
事
業

所
で
余
っ
た
電
気
を
電
力

会
社
が
以
前
よ
り
高
い
価

格
で
10
年
間
買
い
取
る
も

の
。
買
取
に
か
か
っ
た
費
用

は
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ

れ
「
太
陽
光
促
進
付
加
金
」

と
な
り
ま
す
。
昨
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
標
準
家
庭
で
２

円
～
21
円
程
度
で
す
が
、

政
府
は
12
年
度
を
目
途
に

買
取
対
象
を
風
力
や
中
小

規
模
の
水
力
、
地
熱
、
バ
イ

オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
に
広

げ
、
「再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

促
進
付
加
金
」
と
し
て
一

般
家
庭
で
１
５
０
円
か
ら

２
０
０
円
以
上
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
報
道
な
ど
で
知
っ

た
方
が
多
く
、
知
ら
な
い

間
に
値
上
げ
さ
れ
た
と
怒

り
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
「
固
定

買
取
制
度
」
に
つ
い
て
、
国

会
で
は
、
電
力
会
社
が
全

量
買
い
取
る
こ
と
。
電
源

開
発
促
進
税
な
ど
を
利
用

し
て
電
気
料
金
に
転
嫁
さ

せ
な
い
こ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
決
め
ら
れ
る

太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
ご
と
の
供
給

目
標
に
つ
い
て
国
会
承
認

事
項
と
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
ま
す
。

飯
能
市
は
、
新
防
災
計

画
案
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
表
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
意
見

や
提
案
を
15
日
ま
で
に
公

民
館
や
市
役
所
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

見
直
し
案
は
、
東
北
地

方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震

災
や
台
風
12
号
・
紀
伊
半

島
で
の
豪
雨
災
害
、
史
上

最
悪
と
な
っ
た
福
島
原
発

事
故
か
ら
得
た
教
訓
を
、

新
に
補
強
し
て
今
後
に
生

か
そ
う
と
県
の
見
直
し
に

市
独
自
の
課
題
も
加
え
ま

し
た
。
①
避
難
に
関
す
る

こ
と
で
は
、
新
に
大
規
模

災
害
時
の
広
域
か
ら
の
避

難
者
の
収
容
や
災
害
時
要

援
護
者
の
障
害
の
内
容
に

応
じ
た
物
資
の
備
蓄
や
避

難
所
運
営
。
②
災
害
時
の

他
の
自
治
体
へ
の
応
援
体

制
と
飯
能
市
が
支
援
を
受

け
る
場
合
の
対
応
方
針
の

計
画
を
策
定
。
③
大
規
模

災
害
時
の
職
員
の
初
動
体

制
に
つ
い
て
具
体
的
に
明

記
し
た
。
④
災
害
時
に
孤

立
す
る
可
能
性
の
あ
る
地

域
へ
の
対
策
。
⑤
放
射
線
事

故
が
起
こ
っ
た
場
合
に
放

射
性
物
質
の
飛
散
に
つ
い

て
的
確
・
迅
速
な
情
報
提

供
と
対
策
。
⑥
仮
設
住
宅

は
埼
玉
県
か
ら
委
任
さ
れ

た
場
合
、
木
造
応
急
住
宅

を
建
設
す
る
こ
と
を
明
記

し
ま
し
た
。

２０１２年１月２９日 ＮＯ．１８０７

一
小
学
校
区
一
公
民

館
と
無
料
化
は
市
民

の
財
産

飯
能
市
の
公
民
館
の
歴

史
は
１
９
５
２
年
（
昭
和

27
年
）
に
始
ま
る
60
年
と

い
う
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
52
年
と
い
う
の

は
第
１
回
奥
武
蔵
駅
伝
競

走
が
開
か
れ
た
年
で
、
観

光
振
興
と
し
て
駅
伝
を
や
っ

た
ら
ど
う
か
と
い
う
数
人

の
人
の
相
談
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
（
公
民
館
30
年
誌
）

と
あ
る
よ
う
に
、
公
民
館

を
中
心
に
し
た
市
民
の
活

動
が
当
初
か
ら
住
民
の
大

き
な
期
待
を
担
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
初
は
町
役
場
の
一
部

を
使
っ
て
、
館
長
１
名
、

職
員
３
名
で
始
め
ら
れ
た

公
民
館
も
現
在
は
13
施
設

と
な
り
、
20
年
の
双
柳
公

民
館
の
建
設
で
飯
能
市
が

掲
げ
て
い
た
「
１
小
学
校

区
１
公
民
館
」
の
計
画
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
（
た

だ
し
、
西
川
小
学
校
区
は

な
い
）
ま
た
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
か
ら
公
民

館
利
用
の
原
則
無
料
化
が

実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
社
会
教
育
施
設
と
し
て

の
公
民
館
の
整
備
・
充
実

は
近
隣
の
行
政
区
と
比
較

し
て
も
誇
る
べ
き
市
民
の

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
整
備
・
充

実
を
市
民
に
約
束

市
が
行
っ
た
「
生
涯
学

習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
で
は
、
「
公
民
館

の
講
座
・
教
室
の
種
類
の

拡
大
や
内
容
の
充
実
」

（
46
・
１
％
）
、
「
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
の
施
設

の
整
備
」
（
35
・
０
％
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
こ
れ
を
受
け
て

「
飯
能
市
教
育
振
興
基
本

計
画
」
（
平
成
22
年
度
～

27
年
度
）
「
飯
能
市
生
涯

学
習
基
本
計
画
」
で
は

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
・
飯

能
」
を
め
ざ
す
こ
と
を
掲

げ
、
公
民
館
の
拠
点
機
能

の
充
実
、
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
相
談
体
制

の
整
備
な
ど
を
市
民
に
約

束
し
て
い
ま
す
。

３
月
議
会
で
強
行
ね

ら
うと

こ
ろ
が
昨
年
の
８
月

の
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、

突
然
（
仮
称
）
「
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
」
と
い
う
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
公
民
館
を
地

区
行
政
セ
ン
タ
ー
化
す
る

計
画
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
後
原
則
有
料
化
も
打
ち

出
し
ま
し
た
。

公
民
館
で
な
く
な
る
の

だ
か
ら
有
料
化
は
当
然
と

い
う
市
の
考
え
は
住
民
の

強
い
反
対
の
声
も
あ
っ
て

と
り
あ
え
ず
撤
回
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
行
政
セ
ン
タ
ー
化
」
と

「
有
料
化
」
は
セ
ッ
ト
で

あ
り
、
３
月
市
議
会
に
は

「
公
民
館
の
行
政
セ
ン
タ
ー
」

の
条
例
化
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
委
員

会
自
治
体
政
策
部
会

公
民
館
の
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

化
を
考
え
る

そ
の
１

２月１９日（日）午後１時３０分～
飯能市富士見公民館

●なぜ、「慰安婦」されたのか
●なぜ、国際的な批判を受けるのか
●なぜ、韓国憲法裁判所は「違憲」の決定を
したのか

●この問題を解決させない障壁はなにか
お話

吉川春子さん（元参議院議員）

※紙芝居「慰安婦」にされた少女たち
参加費：４００円

資料代及びコーヒー、お菓子

主催:埼玉アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会・飯能支部

飯
能
市
地
域
防
災
計
画
見
直
し
（
案
）

を
公
開
し
て
い
ま
す

15
日
ま
で
に
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い


